
























































月二五日には長沼秀明先生から「目賀田種太郎の洋学と洋楽」と題した、目賀田種太郎のアメリカ留学時代の話をしていただきました。一〇月二日には牛米努先生から大蔵官僚時代の目賀田種太郎先生の功績についてお話をしていただきました。今回は専修大学理事長であります日髙先生より法律家、そして教育家でもある目賀田先生の一面をお話い だきま この三回の講演を合わせると、田先 多方面に活躍した生涯を知っ けるかと思います。　
ここからは本日の司会をお願いしております今村法律研究室の室









載しております。この先生が戦後の専修大学の総長で、それ以前は、人権派弁護士として色んな有名な事件を担当され 方で今、私が室長をさせていただ ています研究室は、この今村先生を顕彰する研究 として活動 おり、本日の記念講演会の主催もその一環となっております。　
今村先生は弁護士としては、刑事訴訟を中心に担当されました。























じめ多くの方々の大変な尽力があり、現在、随時刊行されるに至っています。第三巻の「五大法律学校の時代」は 法律を勉強した者が読みますと、興味深い資料があります。生の資料ですから学生の点数まで書いてあるんですから（笑） 、大変面白い本 あります。　
総長でありました今村先生は、刑事弁護人として著名であります






す。まず、問題を時系列に従って整理する縦糸とし 、日本において近代法がどういうプロセス 経て今日に至っ るのかが分かっ















成都にあります四川師範大学に行きました。私の門下生である張光雲教授が四川師範大学法学院に赴任しており、日中 刑事法のシンポジウムを開催するというので、初めて成都を訪れました シンポジウムの翌日、法学院にお て日本の 学教育について話 てくれ
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と言われましたので安請け合いをしたのですが、中国の法学部の学生に日本の法学教育 話をするとなると、やはり難しい問題がありました（ 髙「日本の法学教育について」 『刑事法の諸問題Ⅸ』
[ 専
修大学法学研究所紀要四〇、 平成二七年二月
] 一三三頁以下参照。 ） 。
日本の法的状況 中国の法的状況とでは大き 違いがあります 、法システムも違いますので、 「日本では」という話をしましても、あまりインパクトがないのです。工夫をしながら話しましたが、教室を埋め尽くした人たちが熱心に聞かれ、かつ質問も多く出されたので、夕方の七時から始まった講演が数時間も続き、私が解放されたのは一〇時過ぎでありまし （笑） 。質問が飛び交いましたが、日本の明治期の法律の授業もこうであったかもし ないと思うような、そういう雰囲気の講演会であり し 。　
今から時空を遡り、明治の初期から明治二〇、三〇年くらいまで
を一つの区切りとして、実定法 整備状況と法学教育 内容をお話します。そ 中で、目賀田先生と今村先生の姿を浮き彫り したいと思い が、それができたら今日 話は盛会となるでしょうそれができなかったら、あるい 面白くなかったら途中で退席されることになるでしょうか 失敗というこ になります。少 堅話にもなりますの 、場合によっては、高速 エレベータに乗ったり、あるいは低速のものに乗ったりしながら、話 進 たいと思います。是非、お手元の資料 見なが 何時 時代の話 かを頭に留めながら一緒に考えていただきたいと思います。
　
今日では、法学部の学生であれば六法と言えば、憲法、民法、刑
法、商法（会社法） 、刑事訴訟法、民事訴訟法の六つを挙げるでしょう。最近では、ポケット六法の法規集を持っていても、なぜ六法なのかを説明できない学生も出て来てますので、ちょっと不安です（笑） 。六法を勉強せずに法学部を卒業するのは難しい、と言いたいのですが しかし、専修大学の前身である専修学校は、明治一三年にスタート ま たが その頃、専修学校で勉学した学生は、六法を知らなくて当然です。 治一三年に公布されていたの 、刑法（旧刑法）と治罪法です。治罪 は、今日 刑事訴訟法です。この二つしか制定されていない時期に専修学校は スタートしたのです。法律の上位にある憲法は、それから十年後になって初め 発布（明治二二年）されました。　
なぜこういう法状況であったのか、その謎解きをしておく必要が











て専修学校はスタートしましたが、実定法が整備されていない状況にありましたので、近代法の根底にある「法」 考え方を学生 理解させることは、大変だっ と思います。実定法の段階的な整備は、政府の立法編纂作業が進むにつれて目に見える形となっていきますが 近代法の生成を経験していないところで 捉を説くことは、極めて難 いことなのです。法学部の学生であって






とができます。法律は、立法府である国会によって制定されたものです。これに対し 、 「法」 （
R
echt, a law
, ius ） は、机の上に出し
なさいと言っても、出せないですね。しかし、観念的ではありますけれども、現に存在するというのが、近代法の考え方の土台になっています。近代法の法学教育のルーツをたどると、ヨーロッパの中世の法学教育に行き着きます。　
法学部で勉強した人は、私の世代もそうですが、学生服に襟章を






























とに大きな意味があります。つまり、人間が作った法（これを人定法と言います）と神の法の二つを勉強して、初めて法学を勉強したことになるので 。人定法は実定法であり、法律とし 目にすることができますが、神の法は、直接目で見ることはできません。中世の神の法は、啓蒙期には「理性法」となって近代法の土台に据えられ、今日においても「自然法」あるい 「法の理念」として作用しています。　
啓蒙思想によって育まれた近代法は、実定法の体系を形成してき
ましたが、制定された 律の形式的な運用によって事足りるほど完結したものではなく、法律の適用・運用に際しては、 理念頭において法解釈を行う必要 あり、新しい法律を制 する場合においても、法の理念に基づ 立 作業が求められるのです。ヨーロッパの近代法を形だけ導入したとしても、実定法 根底に横たわっている法の理念、 思想 掌握していなく は、近代 度を動かすことは困難なのです。この問題を解決する 法学教育からして転換する必要がある です。専修大学 創立者たちは アメリカに留学し 勉学したことから、近代法制 根底に据えられている「法」が何であるかを体得していたと思
　
このことは、法制度だけではなく、教育制度においても同じで













atur der Sache という用語がありますが、この言葉


























法としても発展しました。ピューリタン革命によって新大陸に人が移動するときに、イギリス法の考え方 持ち込まれました。アメリカ大陸に渡った判例法の考え方は、その後変容しますが、創立者たちが留学している頃は、イギリスの判例法をどう変容させ、どう定着させるのかの、 わば実験地だ たと言えます。こ 実験地のアメリカに留学することは、法の変動を体験 ることになりますので、留学先に選ぶメリットにもなります。　
それからもう一つ考えられることがあります。当時 学問の先端
はヨーロッパにありました。とくに ドイツが先端です 文系 系を問わずドイツにありました。ドイツの大学教育のポ シーとして、研究の現場に学生を突っ込んで、研究のプロセス 中 学生育てるというシステムを採っていました。こ 場合、軍資金が問題ですが、これを公的にまかなうシステムにしていたのです。ドイツの大学の財政は、ラント（州）が維持 （最近、若干 外 みら
れます。 ） 。国立というよりは、州立なのですね。これは、各ラントに文化高権がありますので、高等教育機関はラントの管轄下にあるのです。したがって、大学運営の資金は公的にまかなわれることから、政策的な観点から研究費・教育費に重点配分することも可能になりますので、いろんな分野の研究を盛ん し、その中で学生を育成する形が生まれることに ります。当時は、アメリカ 限らず、いろんな国から留学生が集まってい した。アメリカの留学生は、自分の国の大学教育 やり方では、研究上の競争にはならないことを自覚し、帰国後、アメリカ型の大学院大学を立ち上げることになります。民間の財力を集めて、研究に特化した大学院を立ち上げ、世界に発信しうる学問的な力を発揮しようとするのです。こういうアメリカの新しい教育方法の転換の時期に、専修大学 創 者たちがアメリカに留学 たのは、機 得た留学だった 言えましょう。　
このような状況を、創立者たちは察知されていたのではと推測し
ます。察知しなければ、私であれば、ドイツに行きます。や ぱりドイツワインが飲みたいです（笑） 。目賀田先生もイギリス、ドイツに行くチャンスがあったので が、アメリカに留学される決断をされた旨の一文があります。　
相馬先生は、英語は人間がしゃべるんだからどうにでもなると





の出身ですが、ドイツ法 研究者である加藤弘之教授に教わり、加藤先生の『国法汎論』を読み、国法学を修めることが重要だと考えたそうです。箕作麟祥教授にもフランス民法、商法を教わっています。大学南校からの留学生の一人に選ばれ、加藤教授から自分の好きなところに行きなさいと言われて、アメリカ行きを選択するんです。普通だと、ドイツかフランスのいずれかだと思うのですが、自分の意思で近代法の実験 地であるアメリカを選択するの すから、やはり凄い 思います。近代法の法制度を導入 定着させためには、何を見聞し何を学ぶかを考えられたのだと思います。　
田尻先生の場合も、大学南校で勉学されていましたが、太政官の
命により国費留学生としてアメリカに渡られました。大学南校 時代には、箕作麟祥や加藤弘之から近代法を教授 れていましたが、留学先はアメリカなのです。田尻先生は 留学当初は、 律 勉強を深める意思であったのが、途中からレジスレーション（立 論）やエコノミックス 興味をもたれて、財政学を日本 持ち帰られました。国の仕組みを考えるとき 法律だけでは絶対 動 い。法律と経済・財政が連動しない 、国 動かないという思いが田尻先生にはあって、法律から経済へ視野 広げられたのだと
す。　
駒井先生については、時間の関係で紹介を短くしますが、田尻先






済科の二科編成でスタートしましたが、ここで 科での法学教育の内容を見 みることにします 講義科目の中 刑法 治罪は既に制定されていますので、実定法の になります。当時の刑法典（旧刑法）は、フランス刑法を継受したものであることから、フランスの刑法理論に軸足を置いた講義がなされそう すが、専修学校では、ドイツ 刑法理論に軸足をおいて、日本的な変容を考えていたように思えます。それ以外は、民法典も商法典もない段階ですから、英法を基本として講義するというものでした。創立者 アメリカに留 しているこ から、むしろ英米法 講義するのではいかと思われるかもしれませんが、理財科を開設した時の募集要項を見ると、 「我が 校は英 を基本としてきたけれど 、これからは実定法ができた 云々」という文言 ありま 。創立者たち
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は、アメリカにおいてもイギリス法が骨格となっていて、アメリカ独自の法が形成されるには、まだ途上にあると認識し たことから、 「米 」という言葉を使わずに、 「英法」を講義するとしたのではないかと考えられます。今日で 「英米 」という言葉で一括りにしますけど、実はそう簡単には括れ せん。今では、アメリカ法はイギリス法とは違った特性を持つ 至っています。両者の共通項は、判例法の役割が大きいということであります。こういうふに言えば括れますけど、当時はそう括れない状況にあったと私は思います。　
刑法以外の講義科目としては、法律初歩、私訴犯法、売買法、代
理法、万国法、ニューヨーク州訴訟法、羅馬法、訴訟演習、弁論学などがあります。明治一三年 スタートした時点では、刑事法以外は、基幹法の法典がありませんので、講述によって授業を行うとうことが明言されています。受講した学生は 講義内容を筆記したのです。学生が筆記した講義内容を教授が後で編纂 て専修学校の教科書に るということもありました。 講述をしながら、後で教科書ができていくというのも、法典がない状況で ある意味自然 す。私の講義ノートも講演録 同じよう 形です。私は、講演や講義を るときにはメモしか用意しません。　
田尻先生は、また万国史を講義されていました。明治期の法律科
において、万国史を講義する意味は大きかったと思います。法学部で法律を勉強する前に、高校において世界史を勉強して なかった
ら、法制度や法の根本問題を理解するのに苦労します。ヨーロッパの法体系を理解するには、世界史の基礎知識が必要なのです。それから羅馬法も講義科目になっていますが、この科目もヨーロッパ法の土台を理解するには欠かせ いもので 。法の根源的な問題を考える際に、よく羅馬 の格言が引用されますが、これには意味があるのです。創立者たちは、留学中 修得した近代法の骨格とその土台となっている部分を、日本語で講述することからスタートしたのです。　
日本語で法律の講義をするということは、今では普通のことです
が、創立時にあっては、大変なことです。日本語で法学教育を行うには、法律のテクニカルタームを日本語に翻訳する作業から始めなければならなかったのです。ヨ ロッパの法体系や法制度を採り入れたとしても 法律用語 中味を理解した上、日本の実態に合うような言葉に上手く置き換えなければ、日本の法律にかみ砕いていくことはできません。そのため、創立者たちは法律用語の バージョンを作り、その日本語 法律用語を使って議論し、 的素養を身に付けさせるという手順を踏んだのです。 「弁論学」という科目には、その狙いがあったと考えられます。　
皆さん、大学時代にゼミに入った経験のある人、とくに法律関係









は一番バッターです。鼻 差で けれども、最初にスタートしました。短期間のうちに五つ 法律学校ができます。どの法律学校でも、基幹法が整備されていませんから、大変な状況だったと思います。ただ、創立者たちの留学先がどこだったのか、ヨーロッパ法のどこに焦点を当てるかにより、各校 特色が出ていま 。フランス法を主体 した和仏 律学校（法政大学）および明治法律学校（明治大学） 、専修学校と同じく英法を主軸にした英吉利法律学校（中央大学） 、仏法もありますが、英法系が強い東京専門 （早稲田大学） 、というような特色が見られます。　
五大法律学校がスタートした後、基幹法の制定も段階的に進捗し
ます。実定法が整備されていきます。明治二二年には大日本帝国憲法が発布され、その後、民法 商法、刑事訴訟法など 法典化 なされます。フランス法を継受するか、それともドイツ を継受するかについて法典論争が巻き起こりました。明治二〇年代は、まさに日本の近代 体系的に整備された法典化の時代 言えましょう（各法典の時系列は資料参照） 。基幹法が整備されますと、法学教育
の方向性も変わってきます。法典が未整備の段階で行う法学教育と法典が出揃ったところで行う法学教育では、教育の重点の置き方が違ってきます。法典が出揃うと、実定法の解釈・適用に大きな比重が置かれます。この時期に、日本の法律を 授するというアドバルーンを上げた が、日本法律学校（日本大学） す。時 流れに合った法学教育であれば補助金も多く獲得できますが、仏法 だ英法教育だと我を張れば冷や飯を食う時代になります。法律学校スタート時の法学教育の方法も内容も、 革を迫られる時代になっていきます。　
しかし、将来的にどうであったかと言いますと、専修学校のス
タート時の教育理念は間違っていなかったと思います。先 述べしたように、近代法は、実定法の土台に 理念、自然法的な考え方を置いています で、その基礎の部分 空洞化して実定法を解釈・適用しても説得力がないのです。明治維新後、法の根底に据えるべき規範意識や価値意識を新たに組み直すには、日本語による法学教育が必要で し、継受比較 の視点が必要です。 典 未整備の段階から法学教育を行ってきた経験は、その後の法学教育 骨格として生きているのです。　
専修大学の学風は、質実剛健、誠実力行です。この学風は、明治
期から続いてるもので、大正時代には校歌の中 歌われるようになりました。質実剛健では女性にもてな ですね。でも質実剛健です（笑） 。誠実力行というのは、創立者たちが侍であったということで
― 46 ―
しょうか。それで儲けることは得意ではないんですね（笑） 。でも志は高いのです。田尻先生の場合は、本当にボロボロの服を着て平気で過ごされたので、 「北雷」を雅号にされています。 「キタナイ」から「北鳴り」となり「北雷」という が生まれます。まさに質実剛健ですね。こういう先生たちと学生の交流はどんなものであったかは、この後、今村先生 ところでお話します。　
専修学校は、法典が未整備の状況にあって、いち早く近代法の法












ていますので、東京府の管轄下で高等教育を始めたことになります。五大法律学校は、いずれもこの設置形態 とっています。その後、明治一九年には「帝国大学令」が出され、私立法律学校特別監督条規により、五大法律学校は、帝国大学総長の監督下に置かれます。これは、法学教育の大きな節目の一つです。既に走ってい 私学の法律学校を国が束ねたことに ります。束ねるときの殺し文句ではないですけ ども、特別監督条規下にある法律学校については、判事登用試験の恩典を与えるというものです。恩典を与えるといっても、フリーパスで なく、判事登用試験を受けやすく るというものです。代言人試験は別の制度としてありました。相馬先生あたりは、 「どうしたもんじゃろうの」と頭を抱え込まれ と思うんですが（笑） 。しか 、学生のことを考えると、国の政策に従うしかないでしょう。　
五大法律学校が特別監督条規下に置かれた時、憲法も民法も商法
も法典化されていないので、イギリス法律科、ドイツ法律科、フランス法律科に区分して教科目を編成することが求められたのです。専修学校は、イギリス法律科を組み込むことになるにして 講義科目を単純化することは難しいことな 、苦労 連続だったと思います。この特別監督条規も明治二一年には廃止されま そして、同時に文部大臣が認可する特別認可学校へと制度変更され、専修学校もその指定を受けました。明治二〇年代 入ります 典編纂が進捗し、実定法 体系が形になりま ので、法律学校にお
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ても日本の実定法の教育をする必要が出てきました。極端な言い方をすれば、 「うちの学校では、民事訴訟法ではなく、ニューヨーク州訴訟法をやります。 」とは言わせない、 「日本の民事訴訟法をやりなさい。 」という流れになったのだと見 べきでしょう。帝国大学は、すでに制定された日本の法律についての法学教育にシフト ていたので、私学もみんな右に倣えという流れにあったのでしょう。　
特別監督条規を廃止して、特別認可学校に移行した時期に、司法






門学校令というのができて、高等教育機関 衣替えが行われます専修学校は、明治三六年には、専門学校令による 教育機関になります。さらに 九 学則を変更して専門学校令による大学となります。その後、大正二年には、名称が私立 修大学
なり、大正八年には専修大学となります。この時期、日本全体の大学教育の統一化はなされておらず、大正七年の大学令によって旧制大学に一本化されます。専修大学が旧制 学に移行したのは、大正一一年です。教育令の下では、 校は一番バッターでしたが旧制大学に移行したのは、五大法律学校の中では最後の大学になってしまいました。遅れてしまった理由の一つは、財政難でした。旧制大学に移行するの 、当時のお金 五 六〇万円国庫に供託 なければならなかったの 専修 学の授業料は一年間で八八円。現在の授業料は約七三万円ですから、単純に計算する 六〇万円は五〇億円ぐらいになりましょうか。供託 る資金が準備できなければ、旧制大学が設置できないのですが、そもそも儲け主義で学校を運営していないことから、 潤沢な資金はあり せんね（笑） 。それで、卒業生が一緒になって ろんな所から寄付を集めるのですが、ようやく資金が準備できて、旧制大学がスタートします。翌年の大正一二年九月には、関東 震災が起 て、神田校舎は図書館の壁だけを残して全壊します そこか 、また、再生 る ですから、いかに母校を支える人材 豊富だったか分かります 専修大学は、卒業生が作った大学だと言われる由縁です。　
昭和二年には、旧制大学に法学部が復活します。法制度の変革の
























なかったのですが、目賀田先生がこの壁をどう越えたのかという逸話です。話の筋は、こういうものです。当時の文献では耶蘇教 書いてありますが、クリスチャンのこと ね。面接を受けた法学部長から、 「君はクリスチャンではないだろう 」と どっち も取れる厳しい質問をされて、目賀田先生は、 「私はクリスチャンありませんが、クリスチャン以上に徳義を持っています。 」と 切り返されたのです。次に、 「これまでどういう勉強をして たんだ。 」という質問に対しては、 「ブラックストーンのコンメンタールを三回読みまし 。 」と答えられると 「えっ あの本 三回読んだのか。 」ということで、面接官も驚 、 「君はクリスチャンとみな
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ngland, vol.1-4,1765-69. ） 』という全四巻の本です。この本を通し















































本からの留学生がまだ少ない時代 す。ま 日本 留学生が他の国の留学生と比較される時代でもありました。目賀田先生は、育ちが武士であり、刀を差していたこと って、礼節を重んじられていました。どんな国に行っても礼節に生きることは通じるというのが信念で そして礼節をもって生活されました。留学中は 毎日八時間は勉強されたそうです。しかし、夜は勉強できなかったと、記されています。ランプを灯 お金 ない。油代 ないのです。それで、日の出とともに勉強を始め、日の入りまで勉強とにし（ 「終日机より離れず」
 ） 、身体も鍛えた（ 「体力がなければ
死学になる」 ）と書い あります。この当時の人たちの身体 鍛え方は、中途半端ではないと思 すが、グラウンドを駆けることもされたそうです。健康に留意しながら、精一杯勉学し、礼節をもっ



















では難しい も知れません。私も、最初は付帯私訴のことかなあと思っていま た。目賀田先生の本を読んで、私の推測は的外れだということが分かりました。当時としては、私訴犯法と訳すしかなかったのだと思いますが、今日では「不法行為法」と訳した方 よく分 ります。　
不法行為を訴訟法の側面から整理すると、私訴犯法という位置づ


























当初、創立者たちがどういう授業をやり、どういう苦労をされたのかが、田尻・相馬先生追悼会での目賀田先生の追悼文を読むと分かります。今読み返しても万感胸に迫る思いを感じます。私 一番惹かれましたのは 目先の法律家を育てるのではなくて 的な理念の部分、法の根幹にある部分をしっかり理解させて、立法に携わり、裁判に携わり、そして近代法の法典 整備する人材を育てることに法学教育の目標を定めていたことです。単な 法解釈 教授する学校ではないという意気込みを感じます。法解釈の根底に据えるものを教授することから始めたのは達見だと思います。　
目賀田先生の業績として注目すべきは、税制に関する立法に尽力





































説をしたのだそうですが、 「刑制 」というものです 『法叢』という雑誌に掲載されていま 専修大学の図書館に残されています。この「刑制論」は、刑罰制度のシステム論を述べが、江木先生の 罰 の影響がところどころに見られ そして、今村先生が刑事弁護人として担当さ た著名な刑事事件である
大逆事件、五・一五事件、神兵隊事件などの弁論にも、若き日の「刑制論」の考え方が生きています。若き日の感性というのは、やはり大切なのですね。　
今村先生が晩年に書かれた『法廷五十年』の中で、長年弁護士を









演習も行っている。この科目編成には、創立者たちがアメリカのロースクールを出ていることが活かされていると思います。法律学を実学として捉え、実務教育との連結を目指したこ は、特徴的なことです。法典が整備され と、実定法の教育に重きを置かざるを得ませんが、実定法の基礎をきちんと教育すること 必要なのです。　
第三に、法律と経済の二本立ての教育をしたことから、高等教育
制度の変動にも耐えて 専修学校から旧制大学の専修大学へと移行し、そして新制大学の専修大学に発展するバネを内包していたこです。近代国家になるためには、法律と経済の両輪 動かす人材が必要だという思いから、専修学校を立ち上げたのは、本 特色になっていったのです。　
一度途絶えた法学教育を、旧制大学の法学部として復活させる原





いて、日本の刑法学会をリードする存在であって、なおかつ専修大学の理事長で、日本全国を普段まわられています。さらに専修大学の歴史に非常にお詳しい方ですので、今日のテーマである明治期の日本においてヨーロッパの 律を導入した頃の、こういうことを非常に蘊蓄を持っ 語られるという、こういう先生っ 滅多にいらっしゃらない で、皆様方 とっても非常に面白いお話だったと思ます。　
とりわけ今日ご参加されている皆様方の中には、ここの博物館の















けれども、そこでまず感じたことはですね、味噌汁が いんです。醤油はない、美空ひばりの歌も聴 えてこない（笑） 。こう う日常的なことからですね、果たして日本って何だろうと考えました。ものの考え方も正反対の場合が多く 右の方に行くべきだと思うと、左 方に流れるのです。全く違った発想にぶつかって しみじみ日本って何だろう 考えまし 明治期に留学した人は、それ以上の文化的衝突だったと思います。　
価値観をどう転換するかは、やはり問題です。福沢諭吉のよう
に、天賦人権論を唱えて、大上段から社会的な変革をやっていくも一つの方法ですが、創立者たちは、 わば市民のレベルから価値観の転換をやろうとして 専修学校を立ち上げ、法律 概念を日本語にしながら 高等教育を行った。この方法は、効果が出るのに長い時間を要します。スパンとしては百年先を見ないといけません。「人を樹するに百年」です。だからこそ、法律用語を日本語にし、自分の財産をはたいて教育し、そして、実務や高等教育に携わる人材を社会に送り出すことを実践 たのです。創立者たちの思 は専修大学の建学の精神として今日まで綿々 繋が います。　
価値の転換をしようとするとき、ヨーロッパの視点から と、
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に、どういった理念で作られたのかを考えることが非常 重要で、今の日本でも理念を強調するような状況があ たり ます。日本ヨーロッパの法律を取り上げて導入していっ んですが さっきも日髙先生のお話に出まし ように、ヨーロッパの法、例えば英米法にはキリスト教が出てくるんです。常にキリスト教 基にあるんすね。法律とキリスト教というのが一体としているような世 中、そういう文化的な背景があるわけです。当時 日本は法律を作ったけれども、そういう経緯がちゃんと分かっていたかどうかが今問われている状況にあるのかなと思います。
　
あと先生には、資料を非常に詳しく作っていただき、その一ペー




は、精神的なバネが必要ですよね。 は、突出し 神童だと言われましたが、まさに神童だと思います。それ もに、精神的な強さが 。最初のアメリカ留学では、ハーバードで博士の学位を取られて帰国されていま 。普通であれば もう目的を達成したとして平穏な道を歩きた ということになる しょうが、再度、日本の留学生を束ねる め 明治政府の意向に従って渡米されています。当時の留学は厳しい状況に置かれるわけですから、私であれば学位も取ったことだ 、もう少 休 せてくださいと言いたくなると思います。目賀田先生は やはり謹厳実直なんす。真面目さが過ぎるぐらいの先生ではなかったかと思います。　
それに対して田尻先生は、真面目なんですが、無鉄砲（笑） 、ま
































高鍋藩の出身で 。安井息軒について学んだので、相馬先生 繋がりがあります。相馬先生も安井息軒に学ばれまし ので。三好退蔵は、伊藤博文に同行して、ドイツの憲法調査を行って そして、明治一九年七月の卒業式において、ドイツの司 試験の話しているんです。この資料を見て、私はビックリしました。三好は、ドイツの司法試験では二回試験があり、大学の 学部で勉強て一回目の試験を受験し、合格すると司法修習をして、二回試験を
受け、合格するとやっと裁判官資格を得ることになっており、法曹一元の制度になっているこ を述べていました。この法曹育成システムは、今でも同じです。そして、当時、裁判官資格を持っている者が六〇〇人から八五〇人くらいに増えており、ベルリンのある新聞社の記者の記事では、 「こんなに増えたら食えなくな 皆さん注意してください。 」という話があるというのです（笑） 。 れ 対して、専修学校の卒業生の数は、その時には、二四、五人です。メモがないので、確定数を紹介 きません 、ともかく少な ぎる。この当時の卒業生の多くは、裁判官 弁護士等の法曹人となりました。そこで、三好は、新聞で法律学校の卒業生が増えて困る 書かれるような隆盛を極めることを祈ると こう書いてありました。　
今日のロースクールの問題を見ますと、何か似たように感じるん











と、目賀田種太郎の略歴のところはスペースがないから、しょうがないのでしょうが、明治三年から明治一二年にハーバードという箇所がありますね。ここは 七年までがハーバード、そして七年から八年の間は、一年間か一年半の間は文部省の役人ですね。そして明治八年に、再度 留学生監督として渡米、ということで理解しております。それか 下のほうの明治一六 に「目賀田→大蔵少書記官」とあります だから資料で言えば、明治一六年からはずっと、亡くなるまで大蔵官僚なわけですよね。　
私がこの資料の中で関心を持っているのは、三ページにある明治








































したが、終戦後、旧制大学から新制大学に移行 るときに、大変な尽力をされました。今村 は、専修大学が新制大学 してスタートできるように、自分の財産を投げ打っ 母校のために全力投球されました。伊豆の別荘も杉並にあった約三千坪 宅地も、家族が生活する四百坪を残して すべて大学に寄贈されました。今村先生自身は大学建物 寝起き 大学で亡くなられました。専修大学の校舎から柩が出たというのは、今村先生以外にはないでしょう。貢献度としては、先ほども松岡先生が言われたよう 、まさに「専修大学の中興の祖」であります。創立者たちから直接教育を受け、建学の精神を法曹実務に活かし、さらに創立者たちが立ち上げた高等教育機関は如何にあるべきかという観点から 惜しみない支援をされました。また、膨大な今村力三郎訴訟記録 大学に残さ ており、理論と実務の架け橋が如何なるものかを示され います 我々専修人としては、足を向 て寝て いけません。今村先生の墓碑を訪ねたら、花の一輪でも供えるべきだと私は思 ます。　
松岡
　
日髙先生は学内でも色んな今村先生の名前を付けた委員会
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の委員を務めていらっしゃいます。専修大学には「今村力三郎記念奨学生」とか、私が室長を務める「今村法律研究室」や、 「今村記念法律事務所」があります。学内は本当に今村先生だらけです。　
ほかにあと一つくらい、何かありましたらお受けします。なけれ
ば時間もありますのでこの辺で終わりにします。日髙先生、今日は色々とありがとうございました。
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＜資料＞
創立者
・相馬永胤（嘉永３年－大正13年、1850-1924）
　 彦根藩士。明治４年～ 12年：コロンビア法律
学校、エール大学大学院に留学。法律学、経済
学
・田尻稲次郎（嘉永３年－大正12年、1850-1923） 
薩摩藩士｡ 明治４年～ 12年：エール大学、同
大学院に留学。経済学、財政学
・目賀田種太郎（嘉永６年－大正15年、1853-
1926）幕臣。明治３年～明治12年：ハーバード
法律学校を卒業と同時に帰国し、再度留学生監
督として渡米。法律学
・駒井重格（嘉永６年－明治34年、1853-1901）
桑名藩士。明治７年～明治12年：ラトガース
大、経済学
明治９年５月
　コロンビアにおいて日本法律会社憲法を策定
薩英戦争
戊辰戦争
・仮刑律　明治元年
・新律綱領　明治３年
・改定律例　明治６年
　法典編纂の始まり
　江藤新平「 誤訳も亦妨げず、唯
速約せよ。」
 　＊不平等条約の撤廃を求めて
明治５年　学制公布　近代教育への移行
明治13年
　専修学校の創立。教育令（明治12年）による
　　　　東京府知事に私立学校開業上申
　　　　法律科、経済科の２科
　相馬、目賀田→司法省附属代言人
　田尻→明治14年： 東京大学で理財学の講師を兼
任
明治14年７月　 第１回卒業式　法律科９名　経済
科２名
明治15月７月　 第２回卒業式　法律科16名　経済
科５名
　　　　＊卒業決定率は＠10数％
明治16年６月　目賀田→大蔵少書記官
明治16年７月　 新学期の入学生から修業年限を３
年に延長
明治19年３月　今村力三郎→専修学校入学
明治19年７月　卒業式　＊三好退蔵の祝辞
＜近代法　ヨーロッパ法の継受＞
・旧刑法　明治13年公布、15年施
行。ボアソナード草案、フラン
ス刑法の継受
・治罪法　明治13年公布
　 フランスの治罪法を継受：国家
訴追主義、予審制度
［三好退蔵］　日向高鍋藩士、弘
化２年（1845）生まれ。安井息軒
に学ぶ。大審院判事、司法次官、
大審院長。伊藤博文の憲法調査に
同行してドイツを視察
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明治19年３月　帝国大学令
　　　　８月　 私立法律学校特別監督条規
　　　　＊ 五大法律学校は、帝国大学総長の監督
下に入る
　　　　＊判事登用試験に恩典
　　　　＊ 教科目の指定：イギリス法律科、フラ
ンス法律科、ドイツ法律科の区分け
明治20年１月　 専修学校は特別監督条規に基づき
学科目を改正、実施。校外生制度
の実施
　　　　＊ ７月　卒業式　法律科15名（高橋文之
助ほか）、経済科６名
　　　　＊加藤弘之、中村正直の祝辞
明治21年５月　 特別監督条規の廃止
明治21年６月　今村→代言人試験合格
　　　　　　　刑法教授　江木衷
　　　　　　　校長　相馬永胤
明治21年８月　 特別認可学校（文部大臣の認可）
の指定
　　　　＊ 高等試験（司法官、行政官）の受験資
格
明治21年９月　第７回卒業式
　　　　　　　法律科13名　経済科11名
　　　　　　　今村→法律科　首席卒業
　　　　　　　　　　「刑制論」の演説
明治22年７月　第８回卒業式
　　　　　　　法律科17名　経済科15名
　　　　＊箕作麟祥の祝辞
明治24年７月　卒業式
　　　　　　　法律科33名　理財科71名
明治24年９月　法律科の募集停止
［今村力三郎］
慶応２年（1866）、下伊那郡上飯
田村（長野県飯田市）に生まれ
る。伴正臣大審院判事の書生をし
ながら専修学校法律科に学ぶ
［堀之内松十郎］
明治２年。大分県宇佐郡に生まれ
る。明治24年２月に校外生として
入学し、同年７月、理財科に編入
した。明治25年７月、理財科を卒
業し11月、代言人試験に合格
加藤弘之『国法汎論』
中村正直　スマイルズ著『西国立
志編』
・ 明治22年　大日本帝国憲法の発
布
　 明治23年施行。プロイセンの立
憲君主制を模範
・明治23年　帝国議会開設
・明治23年　旧々刑事訴訟法
　　　　　　施行は明治26年
・明治23年　 民法典の成案。フラ
ンス法の継受。
　　　＜法典論争が巻き起こる＞
　　　　施行は明治29年まで延期
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明治24年　目賀田→横浜税関長
明治27年　目賀田→大蔵省主税局長
明治36年　専門学校令による専修学校の設立認可
明治37年　煙草専売事務員養成所を付置
明治37年　目賀田→貴族院議員
　　　　　　　　　韓国政府財政顧問
明治39年９月　学則を改正して大学組織となる
　　　　　　　※専門学校令による大学
明治44年　大逆事件大審院特別刑事部判決
　　大判明治44年１月18日　今村→弁護人
大正２年　私立専修大学に改称
大正３年　金剛事件第一審判決
　　　　大正３年７月18日判決　今村→弁護人
大正８年９月　専修大学に改称
大正11年５月　大学令による専修大学の設置認可
　　　　　　　旧制大学としてスタート
　　　　＊今村→理事、評議員
昭和２年４月　法学部の設置
昭和７年　五・一五事件、血盟団事件
昭和８年　神兵隊事件
昭和９年　帝人事件
　　　　　　今村→弁護人
昭和20年９月　授業再開
昭和21年７月　今村→専修大学総長
昭和24年４月　新制大学としてスタート
昭和29年６月　今村総長死去（88歳）
　＊ 総則、物権、債権の３編は、
明治29年に公布。
　＊親族、相続の２編は、明治31
年に公布。
　＊通編の上、旧民法とする
酒造税法　明治29年
葉煙草専売法　明治29年 施行31年
　＜日露戦争始まる＞
煙草専売法　明治37年
相続税法　明治38年
塩専売法　明治38年
・現行刑法　 明治40年公布、41年
施行。ドイツ刑法継
受
旧刑事訴訟法　大正11年公布、13
年施行。ドイツ刑訴法の継受 
大正12年９月　関東大震災
昭和20年８月　終戦
